


































































































　次に、「時間」について補足する。なぜ表内の MAS の時間は△なのか。この点について説明する。artisoc では、



















































・ リーダーとの距離 x が（9<x<10）,（16<x<17）にある場合、20％の確率でリーダーの方向に向く。
・ リーダーとの距離が 25 以上の場所にあるとき、30％の確率で自身の紐帯の一つを切断する。
3.4. 移動
・ ステップ毎に -20 度 ~20 度の範囲で方向転換
・ 移動スピード 0.2
3.5. 紐帯構築
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